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Ⅰ 本研究の目的
幼稚園教育要領の第 1章総則，第 1には，幼稚園
教育の基本として，「幼稚園教育は，学校教育法第
22条に規定する目的を達成するため，幼児期の特
性を踏まえ，環境を通して行うものであることを基
本とする1」と書かれている。また，幼稚園教育を
行う際に重視する事項として，幼児の主体的な活動
を促し，幼児期にふさわしい生活が展開されるよう
にすること，遊びを通しての指導を中心とすること，
幼児の生活経験がそれぞれ異なることなどを考慮し
て，幼児一人一人の特性に応じ，発達の課題に即し
た指導を行うようにすることがあげられている。こ
れらのことから日本の幼稚園教育は，環境を通した
教育を基本としており，その教育においては，幼児
の主体的な活動と遊びを通しての指導，さらには，
幼児一人一人の特性に応じることが重視されるもの
である。
一方，世界に目をむけてみると，日本と同様に，
幼児教育において環境を通した教育や幼児の主体的な
活動を重視している国がある。それは，スペインであ
る。スペインの幼児教育の指針である ORDER ECI2
には，「保育者は，子どもの環境に対する理解の仕
方を指導する。また，保育者は環境を構成すること
を目標とする。（They foster an initial approach
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totheinterpretationoftheirenvironmentand
theattributionofmeaning.Withtheaimofpro-
videtoolsforchildren・sactiveparticipationin
itsenvironment.3）」と書かれている。このことか
ら，スペインの幼児教育においても，環境を通した
教育や子どもの主体的な活動を重視していることが
読みとれる。
また，スペインの教育法（LOE）4には，「幼児教
育の教授法は，経験，活動，および遊びに基づき，
自尊心および社会的な統合を促進する愛情と信頼の
環境において実行される。（Teachingmethodsin
bothcycleswilbebasedonexperiences,activi-
tiesandplayandwilbecarriedoutinanenvi-
ronmentofaffection and trustwhich wil
promoteself-esteem andsocialintegration.）」
と書かれている。このことから，スペインにおいて
は日本と同様に，経験や活動，および遊びを通して
指導していることがわかる。
ところで，日本の中央教育審議会答申（抄）「子
どもを取り巻く環境の変化を踏まえた今後の幼児教
育の在り方について－子どもの最善の利益のために
幼児教育を考える－」5には，幼稚園教諭などに求
められる専門的能力について次のように書かれてい
る。それは，幼児の主体的な活動を促す適当な環境
を計画的に設定する指導力である。しかし，幼稚園
教諭などの今日的課題として，近年は，幅広い生活
体験や自然体験を十分に積むことなく教員などになっ
ている場合も見られるため，幼児の主体的な活動を
促す環境を計画的に設定する指導力を十分に身に付
けていない者も少なからずいることが挙げられてい
る6。さらに，この課題に対する具体的な方策のた
めに，教員自身が多様な知識や豊かな体験を得るこ
とはもちろんのこと，経験豊かな教員の配置をし，
教員同士の交流や合同研修を推進する必要が挙げら
れている7。
現在のところ，このように教員などに直接的な体
験が不足していても，人事交流や合同研修などを通
して，幼児の主体的な活動を促す環境を計画的に設
定する指導力を高めていこうとする動向がうかがえ
る。ところが，こうした動向は，そのほとんどが国
内の人事交流や国内の事例に触れる研修などにとど
まっている。
現在，イタリア発祥のレッジョ・エミリア・アプ
ローチやニュージーランドの幼児教育のカリキュラ
ムであるテファリキなどに代表されるように，海外
の幼児教育の知見が世界中で取り上げられ，日本に
おいても積極的に幼児教育に活用されている。こう
した動向に倣い，本論文では幼稚園教育の基本を共
有できる国であるスペインを取りあげて，両国の保
育者の指導力の向上を期して，日本とスペインの保
育内容の共通点と相違点を明らかにすることを目的
とする。さらに共通点のもとで行われるスペインと
日本の保育者の実践を，両国の保育者にインタビュー
を行い，実践内容の相違を明らかにすることも目的
とする。
Ⅱ 日本とスペインの保育内容の共通点と
相違点（研究１）
1.研究の目的
日本とスペインのナショナルカリキュラムを比較
し，両国の保育内容の共通点と相違点を明らかにす
る。
2.研究の方法
スペインには，日本の教育基本法にあたるものと
して，教育に関する法律のLeyOrganicaがある。
それに続き，日本の幼稚園教育要領にあたるナショナル
カリキュラム，ORDEN ECI/3960/2007,de19de
Diciembre,porlaqueseestableceelcurroculo
yseregulalaordenacindelaEducacionInfantil
（以下，ORDEN）があり，保育の内容として3つ
のエリアが設定されている。エリア1は自己理解と
自律，エリア2は環境に対する正しい理解，エリ
ア3は言語（コミュニケーションと表現）である。
本研究では，この3つのエリアと，後述する日本
の幼稚園教育要領の五領域のねらいを取り上げて比
較する。
日本においては，教育基本法，学校教育法，学校
教育法施行規則に続き，幼稚園の教育課程及び保育
内容の基準を定めるものとして，幼稚園教育要領
（以下，教育要領）がある。教育要領には保育内容
として「健康」，「人間関係」，「環境」，「言葉」，「表
現」の五領域が掲げられている。
以上より，本研究では，スペインの幼児教育のナ
ショナルカリキュラムであるORDENの3つのエ
リアと，教育要領の五領域の内容を比較する。
3．分析の手続き
ORDENと教育要領の共通点と相違点を見出すた
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めに，ORDENのエリアの目的（Aims）に類似し
た文言が教育要領の五領域のねらいにあるか否かを
分析した。なお，分析は著者の4名で協議するこ
とで行った。
4.研究の結果
①スペインと日本の幼稚園教育の共通点
ORDENの 3つのエリアと教育要領の五領域の
ねらいを比較したところ，次の共通点が見出された
（表1）。
まず一つ目は，スペインのエリア1「自己理解と
自律」の目的6と，日本の教育要領の人間関係の
領域の3である。前者には，「感情と向き合いなが
ら，心を安定させて日々の物ことに取り組むことを
楽しむ習慣と態度を身に付ける」とあり，後者には，
「社会生活における望ましい習慣や態度を身に付け
る。」とある。日本のねらいにある「社会生活にお
ける望ましい習慣や態度」には，スペインの目的で
ある「感情と向き合いながら，心を安定させて日々
の物ことに取り組むことを楽しむ」が含まれると判
断し，この両者を，共通性をもつものと判断した。
二つ目は，スペインのエリア3「言語（コミュニケー
ションと表現）」の目的6と，日本の表現の領域の
ねらい3である。前者には，「造形，視聴覚テクノ
ロジー，劇，音楽，ダンスなど様々な表現手法を観
たり，自分たちで表現したりして，好奇心と創造性
を発達させる」とあり，後者には「生活の中でイメー
ジを豊かにし，様々な表現を楽しむ」とある。日本
の「生活の中でイメージを豊かにする」には，スペ
インの「造形，視聴覚テクノロジー，劇，音楽，ダ
ンスなど様々な表現手法を観たり」が含まれ，日本
の「様々な表現を楽しむ」には，スペインの「自分
たちで表現したりして，好奇心と創造性を発達させ
る」が該当すると判断し，類似性をもつものとした。
②スペイン独自の教育目的
次に，日本の教育要領のねらいにはない，スペイ
ンのエリア独自の目的が見出された。なお，エリア
2「環境に対する正しい理解」では，日本の教育要
領のねらいと全体的に共通しているわけではないも
のの，部分的に類似している目的が見出された。そ
のため，このエリアにはスペイン独自の目的はない
と判断した。
まず，エリア1「自己理解と自律」では，「自分
が他の人と違うことに気づく。自分に対して正確で
ポジティブなイメージをもつ。自己価値と自律性の
感情をもつ。」，「体の部位とその働きを知り，再現
する。体の動きや表現の仕方における自分の限界を
知るとともに，将来の発展の可能性を見出す。」，
「他人の願いや思いに合わせて行動する。尊敬，サ
ポート，協同の態度や習慣を身に付ける。服従や支
配的な態度を避ける。」，「自分の欲求や思いが満た
されるように相手に働きかける方法を身に付ける。
自分の欲求が満たされたり思いが達成されたりした
ことを表現する。」の4つが見出された。
次に，エリア3「言語（コミュニケーションと表
現）」では，「大人や友達のメッセージの中にある意
図を理解し，自分の言葉と外国語を使って自分の思
いを伝えようとする。その際，やりとりを行うため
のルールがあることに気づき，守るようになる。」，
「伝達手段としての読み書きを始める。コミュニケー
ション，情報，楽しみの手段として読み書きがある
ことに気づき，それらの様々な使い方を試してみよ
うとする。」，「毎日の活動の中で，コミュニケーシ
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表１ ORDENの３つのエリアと教育要領の五領域のねらいにおける共通点
スペイン 日本
番号 目的（Objectives） 領域 番号 ねらい
6
感情と向き合いながら，心を安定させて日々の
物事に取り組むことを楽しむ習慣と態度を身に
付ける。（Proceedinacquiringhabitsandat-
titudesrelatedtotheemotional.Toenjoy
dailysituationsofbalanceandserenity.）
人間関係 3
社会生活における望ましい習慣や態度を身に付
ける。（Toacquiresocialydesirablehabits
andattitudes.）
6
造形，視聴覚テクノロジー，劇，音楽，ダンス
など様々な表現手法を観たり，自分たちで表現
したりして，好奇心と創造性を発達させる。
（Developcuriosityandcreativityinteract-
ingwithvisual,audiovisualandtechnology,
drama,musical productions,dances or
throughtheuseofvarioustechniques.）
表現 3
生活の中でイメージを豊かにし，様々な表現を
楽しむ。（Toenjoyvariouswaysofself-
expressionthroughoutthedayusingrich
imagery.）
ョンのために楽しみながら外国語を使う。また，様々
な場面で外国語を自ら使おうとする。」，「テクノロ
ジー技術を使い始める。コミュニケーションや表現，
情報収集のためにテクノロジー技術が有用であるこ
とを知る。また，テクノロジー技術の活用の方法に
は様々なものがあることを知り，自らの学びに生か
す。」の4つが見出された。
③日本独自の教育目的
スペインのORDENにはない，日本独自のねらい
は次の二つであった。一つ目は，領域健康の「明る
く伸び伸びと行動し，充実感を味わう。」であり，
二つ目は同じく領域健康の「自分の体を十分に動か
し，進んで運動しようとする。」が挙げられた。
5.考察
本研究から，スペインと日本の幼児教育において
は，社会生活における望ましい習慣や態度を身につ
けること，及び，表現を楽しむ心情を育むことは共
通していた。これらのことは，世界で共通して幼児
期の子どもたちに身につけさせたり味わわせたりし
たい事柄であることがうかがえる。たとえば，現在，
世界中の幼児教育施設で採用されている保育環境評
価スケール8では，しつけや子ども同士のやりとり
など，幼児期の子どもが社会生活における望ましい
習慣や態度を身につけることのできる保育の環境を
構成することを評価項目としてあげている。さらに
は，造形や音楽,リズム，ごっこ遊びなど，幼児期
の子どもが表現を楽しめるように環境を保障するこ
とも，評価項目としてあげている。このことから，
スペインと日本の幼児教育で共通していたこれらの
事柄は，世界的にも幼児教育の分野で共通し，受け
入れられているものであると考えられる。
一方，自己理解や他者への関わり方，自らの身体
についての理解，外国語の使用，表現の手段など，
日本とは異なるスペイン独自の目的があることが明
らかになった。そして，スペインのこれらの目的は，
具体的であり，どの園でも共通した経験を持てるよ
うに工夫されていた。
このようにスペインの幼児教育において自己や他
者，言語の学習，多様な表現などの観点が教育内容
に含まれるのは，スペインを含む EU諸国が the
EuropeanUnion2020strategyに提示される教
育に関する4つの目標9を重視しているためと思わ
れる。この4つの目標とは，①生涯学習とそのた
めの流動性の保障，②教育と訓練における質と効率
性の保障，③平等と社会的凝集性，市民性の活発化
の促進，④創造力と革新力を全ての子どもたちにア
ントルプルヌールシップ（起業家活動）を通して行
うことである。これらの目標を達成するためには，
スペインのORDENで掲げられているように，子ど
もは自己を確立し，自己を理解し，外国語や表現技
術などを駆使して他者と適切に関わる力を身につけ
ておく必要がある。そのために，スペインでは上記
のような力を独自に育てることを目指していると思
われる。
一方，日本独自のねらいとして，体を伸び伸びと
動かすことや運動しようとする意欲があることが明
らかになった。日本が独自にこれらのことを大切に
するようになった背景には，明治初期に行われた，
恩物を中心とした保育への批判があると思われる。
明治末期以降，日本の保育学者たちは，座学で手先
の遊びを中心としたフレーベルの恩物主義保育を痛
烈に批判した。その流れを受けて，倉橋惣三は，幼
児のさながらの生活を大切にした保育を展開した10。
その流れを受けて，現在でも日本においては，体全
体で動くことを好む幼児の健全な身体の成長と発達
を保障することの重要性を掲げていると考えられる。
Ⅲ スペインと日本の保育者の実践の
相違（研究２）
1.研究の目的
研究1で明らかになったスペインと日本における
共通の保育内容について，両国の保育者が具体的に
どのような実践を行っているのかを明らかにする。
2．研究の方法
スペインと日本の幼稚園教諭，それぞれ1名ずつ
にインタビューを依頼した。まずスペインの幼稚園
教諭は， 公立学校園において36年間，幼稚園教諭
もしくは小学校教諭として勤務した後，現在，マド
リッド市内のトレス・カントスにあるアルデバラン
幼小一貫校で幼稚園教諭として勤務している。一方，
日本の幼稚園教諭は大学卒業後小学校で10年間勤
務し，その後，幼稚園に14年間勤務した。さらに，
副園長として1年間を幼稚園で勤務した後，2年前
より現在は，教育センターで指導主事として勤務し
ている。
3.インタビュー項目
両国の保育者に共通する保育内容について次のよ
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うに質問した。まず，スペインの幼稚園教諭に対し
ては第3著者が次の2つの質問をした。1つ目の質問
は，「ORDENのエリア1の6を年長児にどう教えて
いますか，実際の例を教えてください。」（・Como
aplicaustedenelaulaelobjetivonumero6del
AreadeConocimientodesmismooyautonoma
personal（Progresarenlaadquisicindehabitos
yactitudesrelacionadosconelbienestaremoci-
onal,disfrutandodelassituacionescotidianasde
equilibrioysosiego.）delCurriculumdeEducacion
InfantilEspanol?Porfavor,descrbaloconun
ejemplo.）である。2つ目の質問は，「エリア3の6
を年長児にどう教えていますか，実際の例を教えて
ください。」（・Comoaplicaustedenelaulael
objetivo numero 6 delArea de Lenguajes:
Comunicacionyreprentacion（Desarrolarla
curiosidadylacreatividadinteractuandocon
produccionesplasticas,audiovisualesytecno-
logicas,teatrales,musicales,odanzas,mediante
elempleodetecnicasdiversas）delCurriculum
deEducacionInfantilEspanol?Porfavor,desc-
rbaloconunejemplo.）である。
次に日本の幼稚園教諭に対しては，次の2つの
質問を行った。「幼稚園教育要領の人間関係のねら
い3と表現のねらい3を年長児にどう教えていま
すか，実際の例を教えてください。」である。
これらのインタビューは，スペインの幼稚園教諭
に対してはスペイン語の質問項目をメールで送付し，
記述によって回答を得た。その回答を，第三著者が
日本語に翻訳した。日本の幼稚園教諭に対しては，
対面式により直接回答を得た。日本の幼稚園教諭に
対するインタビューに要した時間は1時間23分で
あった。インタビューの内容はボイスレコーダーを
用いて録音し，インタビュー後に逐語記録として書
き起こした。
4.研究の結果
①スペインのエリア1「自己理解と自律」の目的6
と日本の教育要領の人間関係のねらい3
表2と表3に，スペインと日本の保育者のイン
タビュー回答を示す。それぞれの国の保育者がどの
ような実践を行うのかを比較した結果，まず，スペ
インのエリア1「自己理解と自律」の目的6と日本
の教育要領の人間関係のねらい3における実際の
指導の共通点として，スペインと日本の保育者はど
ちらも「経験」と「連続性」，「話し合い」を大切に
していることが明らかになった。
次に，この項目におけるそれぞれの国で特徴的な
指導として，スペインでは「自らの感情と向き合う」
ことに重点が置かれていた。具体的には，絵や言葉
と感情を結びつける活動や感情の変化に敏感に気づ
くという活動がなされている。さらに子どもの代表
を決めて子ども間のトラブル対応を行っている点も
特徴的であった。そのほかには，「一人ずつの子供
がどのようなことを感じているのか，それはなぜな
のかを説明する」，「表情画のところに自分の名前を
貼り付け，自分が今どのような気持ちであるかを知
らせ，気持ちが変われば，いつでも名前を貼りかえ
ることができる」，「美術を通して自分の感情を見つ
けようとする」などもスペインに特徴的な指導であっ
た。このように，スペインでは何よりもまず子ども
が「自分の感情」と向き合うことをとても大切にし
ている。そして次第にグループなどの「周囲」に意
識を向けられるような指導が行われている。
一方，日本の保育者は人間関係の領域の3のね
らいを達成し，子どもにコミュニケーション力を育
むために，「仲間同士で考えて，人の役に立つ活動
を続けて行う」，「人の話を聞いて，自分の意見を言
うことで所属意識を持つ」，「かけがえのないメンバー
としての自分を実感することが大事」など，「所属
する社会の一員としての自分」を意識するよう指導
することをあげていた。また，家庭において社会に
望ましい行いを身につけさせるために，「勤労感謝
の日に，お父さんお母さんのためにできることをやっ
てみようということを家族と決め，『お手伝い作戦』
を提案した」，「保護者には子どもの手伝いに対して，
感謝の言葉で終わるように意図的に言葉がけしても
らった」など，家庭も含めて指導していることがう
かがえた。
②スペインのエリア3「言語（コミュニケーション
と表現）」の目的6と，日本の表現のねらい3
表4と表5に，スペインと日本の保育者のイン
タビュー回答を示す。スペインのエリア 3「言語
（コミュニケーションと表現）」の目的6と，日本
の表現の領域のねらい3における共通点としては，
話し合いに重点が置かれていることや鑑賞を大切に
すること，造形を行う中で学んでいくことができる
ように指導していることが共通していた。また，保
育者の教材研究や指導における研究が常に行われて
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おり，子どもから発信されたものを拾い上げて展開
しているという点においても共通点がみられた。さ
らに，子どもから発信されたものを拾い上げて展開
しているという点においても共通点がみられた。
それぞれの国で特徴的な指導として，スペインで
は，鑑賞において，例えば聴覚・言語・音楽などの
分野の専門保育者が指導している点が挙げられた。
これは「特別なクラス（TheDetective）と呼ばれ，
「子どもたちは話すために使う動作とサイン，音，
文字を関連付ける。」，「音楽の専門の保育者がいて，
クラスに来て指導する。子どもたちは，催しで劇を
したり，歌やダンスをしたりする」などが挙げられ
ていた。
加えてスペインでは保護者を巻き込んで，プロジェ
クトという形をとって表現を学ぶ点において独自性
がみられた。「それぞれのプロジェクトは学校によっ
て支援され，両親と子どもの家族はプロジェクトに
参加する。家族の間接的な関わりとして素材の準備
（トイレットペーパーや箱など），情報（本，物語な
ど）がある。直接的な関わりとしてワークショップ
をしたり，指導，訪問，創作に関わったりするなど
がある」というように，表現における家庭との連携
がみられる。
さらに，「会話と表現は，数や言葉，創作のコー
ナーなどでの遊びや勉強の協同グループにおいて，
高められる」，「教科書の中にある特定の出来事の問
題の解決のために，朝の会で何をするかを計画し，
グループによってそれは実施される」，「朝の話し合
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＜質問内容＞
エリア1（自己理解と自律）をどうやって教えていますか。（スペイン人は流れが大事）
＜回答内容＞
一般的にスペインでは，1人の 先生が3歳で入園してから５歳に卒園するまでずっと同じ子供たちを教えます。
子供の学びは，3年間を通して段階的に発展していきます。
子供は経験を通して学ぶことが何よりも大事です。毎朝，アサンブレアと呼ばれる話し合いを行っています。
そこでは，子供たちは互いの体や感情，日々のルーティンなどについて学んでいます。
例えば，アセンブレアでは，友達と一緒に鏡を覗き込んで遊ぶ知的ゲームを楽しみます。
そのゲームでは，子供たちはお互いのことを鏡に映して見合い，それぞれの体について気付いたことを言い合います。
そのとき，体のことについて友達と同じところ，違うところを見つけあいます。（これは3歳児の学び）
この知的ゲームは，4歳児になると次のような活動になります。ペアの子供たちが鏡を見ています。
そして，ペアの一方の子供が鏡を見ながら，もう一方の友達の絵を描き，その友達に渡します。
渡された友達のほうは，友達が描いてくれた自分の絵に，鏡を見ながら目や口などを描き足していきます（Know
Oneself）。
自分たちがやめたくなれば，その場を離れます（Autonomy）。
・感情と向き合いながら，心を安定させて日々の物事に取り組むことを楽しむ習慣と態度を身に着ける・をどう教え
ていますか。
毎日，アセンブレアでは，それぞれの子供が自分自身について話す時間があります。
一人ずつの子供がどのようなことを感じているのか，それはなぜなのかを説明します。
教室のドアには4つの表情画が掲示されています。それは，幸せ，悲しみ，怒り，恐れもしくは興奮です。
そして，すべての子供はその表情画のところに自分の名前を貼り付け，自分がいまどのような気持ちであるかを知ら
せます。
（ちなみに，気持ちが変われば，いつでも名前を貼りかえることができます）
幼稚園での3年間で，子供は自分や他者の気持ちに気付くことを学びます。
それは，自分と他人をしっかりと見て，気付いたことを話すなど表現することによって達成します。
また，子供たちは3か月のプロジェクトを通しても感じ方について学びます。
たとえばこのプロジェクトの前半では，美術を通して自分の感情を見つけようとします。
（例えば，パイプクリーナーをもらって，毛虫みたいだと言って嫌いと言う。
パイプクリーナーに飾りをつけて，好きなものに変えていく。嫌い・好きという感情を学び，感情が変化するもので
あることを学ぶ）
プロジェクトの中盤では，子供たちは最初に中国の発明家による発明について調べます。
教師である彼女は，このプロジェクトの中で，家族のためのコンテストを企画します。
子供と家族は，感情に関する発明を考えます。キスマシーンや優しい言葉のメールボックスなど。
（こうした活動は，学校の伝統的なもの。このプロジェクトは今まだ続いている）
上のプロジェクトとは別にピースメーカーの存在も重要です。
ケンカの仲裁などには，ピースメーカーと呼ばれる子供があたります。
クラスで一人の子供がピースメーカーになります。ピースメーカーの子供はケンカの解決の場面では大人よりも役立
ちます。
表２ スペインのエリア１「自己理解と自律」の目的６の指導方法
いを子どもに託し，保育者が教科書で何をするか説
明をし，保育者と日ごとや週ごとの担当の子どもで
手順を確認したり，練習したりして，最後には教科
書に表された活動を大きなグループで実施する」な
ど，スペインにおいては，グループ活動を中心とし
て教科書を用いた問題解決能力の促進を図る活動が
行われている。
一方，日本では，鑑賞において一番身近な「友だ
ち」を中心とした指導を行っている。具体的には，
他の幼児の表現に触れるなどして造形的なコミュニ
ケーションの機会を重視するなどである。例えば，
日本の実践例として，インタビューでは「生活発表
会で歌や踊り，劇を発表したり，アートプラザなど
で見てもらうことを目的とした造形や絵を展示した
りする」など，仲間の表現に触れる例が挙げられて
いた。
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＜質問内容＞
人間関係のねらいの3（社会生活における望ましい習慣や態度を身に付ける。）を年長児にどう教えていますか，実
際の例を教えてください。
＜回答内容＞
家庭生活を含めて，年少期から2，3年をかけて連続性を考えて指導。
生活のくぎり。（例えば）身のまわりの片付けや遊び，一斉活動，おやつ，食事，読み聞かせ，帰りの支度という生
活の流れの中で身に付けられるように指導。
指導の内容としては，順番を守る。ルールを守る。マナーを守る。
食事の場面では，挨拶，食べる時間，好き嫌いをなるべくしない。
小学校では時間内での食事をすることを伝える。
当番・係活動では，主体性をもってやる。
仲間同士で考えて，人の役に立つ活動を続けて行う。
活動の必要性を理解する。自分にとって好きなことでなくても，相手を考え人の役に立つ活動を行う。
まわりの人から「ありがとう。」と言われる。日々の生活はまわらないということに気付く。
年長児のルールを守る具体的な遊びとしては，鬼ごっこやサッカー，ドッヂボールなどルールのある運動的な遊びを
する。
トラブルの際には，「ごめんね。」「いいよ。」というスキルを年少の頃から身に付ける。年長児では，自分たちで解決
するところに重点を置いて指導。特にこの
ねらいのためにはトラブル場面を大事にしていた。
具体例としては，どうしてそうなったのかやどういう気持ちなのかを自分たちの言葉で伝え合った上で，解決策を探
らせる。
この経験が小学校以上の生活にも生きてくる。
小学校を意識した指導としては，人の話を聞く。聞こうとする態度を育てようとしていた。
遊びの中でもあるけれど，遊びの相談の時間を設けて，輪になって座り，今日の遊びの振り返りや明日したい遊び，
遊びの中で困っているところのアイディアを友達にう求める。
人の話を聞いて，自分の意見を言うことで所属意識を持つ。
この時期は「かけがえのないメンバーとしての自分」を実感することが大事。
園外保育では，バスに乗ったり，プラネタリウムを見たりすることで，公共の施設の使い方や園外の人との接し方を
経験し知る。
交通安全や避難訓練，外部講師を呼んで煙体験を行う。
「自分で判断し，行動し，責任をとる。」が幼稚園の研究課題だった年があった。
人のせいや物のせいにしないで，違う方法でやってみたり，最後まで自分のこととして取り組もうとする。
自分だけじゃなくて皆がいる中で５歳児なりに正しい判断ができるように指導してきた。
周囲の人を意識できるように指導。自己満足だけではなく，「他の人も楽しいかな。」となげかける。
小学校の入学を子どもにも，保護者にも意識させる。
このねらいは家庭との連携が特に大事になる。
保護者懇談会や学年だよりの機会を使う。
勤労感謝の日に，お父さんお母さんのためにできることをやってみようということを家族と決め，「お手伝い作戦」
を提案した。
家族の一員であることを意識できるようにする。
保護者には子どもの手伝いに対して，感謝の言葉で終わるように意図的に言葉がけしてもらった。
自分の行動が認められるとそれが習慣となる。
個別指導も必要。繰り返し伝える必要な子がいる。その子に対しては，なぜよくないかを考えさせる言葉がけをする
ようにした。
よいことをしたときには，タイムリーに褒め，認めるようにする。
それが他の子に影響するので，意図的にそのようにはたらきかけるようにしていた。
園のハプニングも取り上る。（例えば）ハチがでたとか，崩れて危ないところがあるとか。
皆でなんで立ち入り禁止なんだろう。入ったらどうなるかな。を年長になると考えることができるようになる。
表３ 日本の人間関係のねらい３の指導方法
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＜質問内容＞
エリア3の6（造形，視聴覚テクノロジー，劇，音楽，ダンスなど様々な表現手法を観たり，自分たちで表現したり
して，好奇心と創造性を発達させる。）を年長児にどう教えていますか，実際の例を教えてください。
＜回答内容＞
朝の話し合いの場面からずっと子どもは彼ら自身の言葉を使って表現したり，言葉を用いない方法で表現したりする。
会話と表現は，数や言葉，創作のコーナーなどでの遊びや勉強の協同グループにおいて，高められる。
カルメンさんは子どものコミュニケーションと表現を支援するために，異なる分野のたくさんの活動を作り出した。
書く：子ども自身で数や文字をつづる。まず，マジックペン（自分の指）を使って空気上で書く。
次に，砂で書いてみたり，粘土を使って書いてみたり，黒板や電子黒板を使って書いたりして，最終的に紙に書くよ
うになる。
話す，読む，書く：これらの3つは包括的な方法で教えられる。自分の名前や友達の名前から学び始める。
特別なクラス（TheDetective）もあり，聴覚と言語の専門の教師によって指導され，子どもたちは話すために使う
動作とサイン，音，文字を関連付ける。
メディア：ここでとても重要なのは，ピクトグラム（全ての学校において，特別の支援が必要な子どもやその他の子
どもにとっての視覚的思考を支援するために使われている）の利用である。
物語や絵本，詩，なぞなぞ，歌，動画，ダンス，人形劇などや，博物館・美術館や劇場，コンサートホール，映画館
などにも行き，これら全てのメディアを見ることによって子どもたちは表現できるようになる。
音楽は毎日，朝の話し合いの時間に歌ったり，英語の授業などを通して教えている。
音楽の専門の教師がいて，クラスに来て指導する。子どもたちは，催しで劇をしたり，歌やダンスをしたりする。
また，オーケストラみたいに楽器を演奏したりすることもある。
アートコーナーは常に自由で，全ての素材が準備されている。子どもたちは，自主的に素材を使うことができる。
ときどき，保育者の作品や特別な技術を見せる。このコーナーでは子どもは考え，創作することができる。
３か月のプロジェクトを通して、子供たちは、さまざまな表現やコミュニケーションの方法について学びます。
教師である彼女は、教えなければならないテーマを子供たちに提案します。テーマは、発明や宇宙、世界の人々など
です。
その他には子供たちもテーマを選ぶことができますが、教師はその内容がナショナルカリキュラムと州のカリキュラ
ムに即しているかどうかを判断します。
すべてのプロジェクトは子供同士や子供と先生のコミュニケーションから始まります。子供たちは経験から興味を持っ
たことについて次の質問から考えます。
それについて何を知っていますか？それについて何を知りたいですか？
それぞれのプロジェクトは学校によって支援され，両親と子どもの家族はプロジェクトに参加する。
家族の間接的な関わりとして素材の準備（トイレットペーパーや箱など），情報（本，物語など）がある。
直接的な関わりとしてワークショップをしたり，指導，訪問，創作に関わるなどがある。
幼稚園の教科書があるが，子どもが一人で使うことはめったにない。
教科書の中にある特定の出来事の問題の解決のために，朝の会で何をするかを計画し，グループによってそれは実施
される。
朝の話し合いを子どもに託し，教師が教科書で何をするか説明をし，教師と日ごとや週ごとの担当の子どもで手順を
確認したり，練習したりして，最後には教科書に表された活動を大きなグループで実施する。
表４ スペインのエリア３「言語（コミュニケーションと表現）」の目的６の指導方法
＜質問内容＞
表現のねらいの3を年長児にどう教えていますか，実際の例を教えてください。
＜回答内容＞
遊びの後の話し合いの場面や今日のニュース（家もしくは園）の時間に伝え合う。
今日のニュースに関するもので，持ってこれるものは持ってきて話す。
その際，保育者は写真を撮り，コメントを添えて毎日張り出していた。それは，保護者も参観日などに見られるよう
にしていた。
それが，遊びの動機づけにもつながる。その写真は，発表回数に偏りが出てしまっていたので，掲載後，園児には配
らず園で保管した。
遊びに使うものや身に付けるもの，大道具，小道具などを作る。
例えば，ステージや衣装，お面を作って再現して遊ぶ。
保育者は子どもの動きを予測して教材研究し，遊びが広がるように提案する。
例えば，ハンバーガー屋や回転ずし屋を再現する。
保育者は遊びを拾い上げて展開する。
文字や模様で表現する。例として，遊びの中でお金を作ったり，看板作りや模様付けを行う。
行事の後にクレヨンや水彩絵の具を使って経験画を描く。
廃材を使ってイメージを膨らませる。ここでは，はさみの使い方などを個別指導を行う。
こども祭り（生活発表会のようなもの）で歌や踊り，劇を発表したり，アートプラザなどで見てもらうことを目的と
した造形や絵を展示する。
自然を生かして遊ぶ。春には花びらや葉っぱを使い，秋にはどんぐりや落ち葉を使って遊ぶ。
ミントなどの強いにおい発するものを使って香水屋さんにしたりしていた。
ペンを水に付けてジュースにしたり，石鹸を砕いて水と混ぜ，泡立ててホイップクリームを作ったりしていた。
教材で砂場（足湯）や積み木を使う。
保育者の方が意図的に一斉活動でものの使い方を指導する。
一斉活動の中では保育室の壁面を月に1回作る。その中で，素材や道具体験をする。
表５ 日本の表現のねらい３の指導方法
5．考察
スペインと日本の保育者による実践には，共通点
が見られるものの，社会的な背景の違いから実践の
相違点がみられた。スペインにおいては個人の内面
を特に重視し，専門家やグループワークを積極的に
導入している。加えて，教育において家庭・地域・
施設の積極的な連携がなされている。一方，日本で
は「所属する社会の中の自分」を意識した実践が行
われており，身近な「友だち」を意識した実践や，
主に生活場面においての家庭との連携を図っている。
以上から，両国のナショナルカリキュラムで共通の
事柄が目指されていても，実際の指導を見てみると，
類似した指導も行われているが,その一方で，各国
で全く異なる特徴を持った指導も行われていること
が明らかになった。
Ⅳ 総合考察
現在，幼児教育の分野においては，自国の幼児教
育の質を高めるために，他国の知見が取り上げられ
て，それぞれの国で積極的に活用される現状にある。
こうした動向に倣い，本論文では幼稚園教育の基本
を共有できる国であるスペインを取りあげて，日本
とスペインのナショナルカリキュラムに示された保
育内容の共通点と相違点を明らかにすることを目的
とした。さらに，ナショナルカリキュラムの共通点
のもとで行われるスペインと日本の保育者の実践を，
両国の保育者にインタビューを行い，実践内容の相
違を明らかにした。
その結果，ナショナルカリキュラムで共通してい
ても，実際の指導においては，共通点と相違点があ
ることが明らかになった。このような結果を受けて，
スペインと日本の幼児教育者は，理念や目的を共通
理解しながら，両国の指導から多様な保育の指導の
在り方を学ぶ視点を持つことが大切であると考える。
たとえば，日本においては，日本で行われている
現在の指導を大切にしながらも，スペインの保育者
が行うような「個」の内面により目を向ける指導や，
専門家の導入，積極的な子ども同士のグループワー
クの導入， 教育における家庭との連携をより積極
的に行うことなどを検討していくことが有用であろ
う。それにより，日本においてもスペインと同様に
目指される国際的な人材が備えておくべき社会的な
コミュニケーション力を育むことや，表現の多様性
を育んでいくことができるのではないだろうか。そ
して，スペインにおいても，日本の保育者が行う，
「所属する社会の一員としての自分」を意識するよ
う指導することや，身近な「友だち」を中心とした
指導を取り入れることによって，指導の選択肢がよ
り広がるものと思われる。
以上，本研究で明らかになったスペインと日本の
実践を両国の保育者が互いに共有し合うことによっ
て，両国における幼児教育の多様性を広げ，質を高
めていくことができると思われる。
引用文献
1 文部科学省（2008）『幼稚園教育要領』
2 ORDERECI/3960/2007of19December，
whichestablishesthecurriculum andregu-
latesthemanagementofearlychildhoodedu-
cation.（取得日．2015年11月11日）
https://www.boe.es/boe/dias/2008/01/05/
pdfs/A01016-01036.pdf（取得日．2015年11月
11日）
3 スペイン語による表記は次のものである。「Ar-
tculo5.Areas.2.Estasareasdebenentenderse
comoambitospropiosdelaexperienciayel
desarroloinfantilydelaprendizajedeactitu-
des,procedimientosyconceptos,quecontribu-
iranaldesarrolodelosninosylasninasy
propiciaranunaprimeraaproximacionala
interpretaciondesuentornoyalaatribucion
designificados， facilitandosuparticipacion
activaenel.」
4 http://planipolis.iep.unesco.org/upload/
Spain/Spain_LOE_eng.pdf（取得日．（2015年
11月11日）
5 中央教育審議会（平成17年1月28日）子どもを
取り巻く環境の変化を踏まえた今後の幼児教育の
在り方について-子どもの最善の利益のために幼
児教育を考える-（答申）http://www.mext.go.
jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/
05013102.htm
6 同上
7 同上
8 テルマ・ハームス，リチャードM.クリフォー
ド，デヴィクレア（2008） 埋橋玲子訳 保育環
幼児教育のカリキュラム及びその実践の比較
―55―
境評価スケール 幼児版 法律文化社
9 EuropeanCommissionStrategicframework-
Education&Training2020，http://ec.europa.
eu/education/policy/strategic-framework_en
（取得日，2016年10月18日）
10 森上史朗（2009）保育の歴史に何を学ぶか．
森上史朗・小林紀子・若月芳浩編『保育原理』，
ミネルヴァ書房，125-132.
（2016年10月20日受付）
（2016年12月7日受理）
―56―
